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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1880年の増収には、優良種子・多収品種・牛馬耕・肥料などが貢献。1955年の収獲量の大幅増大には、耕作技術の進歩に加えて、農薬の貢献が大きい。2008年にはha当たり5.4トン、10a当たりにすると9.1俵であった。最近では北海道のような寒冷地でも、おいしいお米が10a当たり10俵も収獲できるようになり、古代に比べると約5倍も単収が増加している。



[ -

=T eI RFE

=22

JHIEDED

" BAER

LER
5K

D TE
L7l

D E

= f i (3 N T R975 25 fE]

RERDNTURIEFE

n BIENRER —EEMIEIAEBNIERLDIC

@ LT=&DIZ

B

s CiEIRLI=HEMLZD T

RABEIE (Zx) BERESN TS



¥ i
e A

(BZEZ 2007)




KT
INE
XK=
VAZ
%
Ty
ALy
oY
i o

& (AN
59
OO

W RN E O A 3

BREZFERLGVWTHEBLIZIGSE ORERFICKDHRINE H 5 & 58 0 # i
[EEEFEALLVTRELEBAOREREORTISETIMERS] (19935 BRBNHEHR)


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いつも引用される調査結果だが、雑草だけは防除して、病害虫を防除しなかった時の被害率。平均すると30%～40%くらいは減収になる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑草による減収を防ぐために、昔の除草作業は多数の労働力を必要とし、作業自体も肉体的に過酷な重労働であった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
除草剤の登場で除草労働時間は大幅な短縮が可能となった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作物保護の目指すべき方法は、私が学生だった50年も前から、IPMと言われてきた。当時は、農薬の環境負荷・健康影響を低減させるために、作物保護における農薬依存度を下げることがIPMの目的のひとつであったが、農薬が進歩して安全性が格段に向上した現在では、IPM＝反農薬・非農薬ではない。IPMは、各種方法を合理的に組み合わせて、農作物の収量・収益を最大化することが目的の筈。その中で、農薬は中心技術。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
測定が難しいNOEL（No Observed Effect Level）無影響濃度の代わりに、急性50%影響濃度に安全性係数を掛けたAEC（Acute Effect Concentration）を使う。PECの方は3段階（Tier1-Tier3）のシステムで評価。
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